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イムノアッセイで農作物中の残留農薬イミダクロプリドを

迅速かつ簡便に測定する

渡邉 栄喜環境化学分析センター環境化学物質分析研究室

はじめに

近年、国民の食の安全性に対する関心が高ま

る中、農作物中に残留する農薬の濃度レベルの

把握が緊要となっている。従来から残留農薬の

測定は、ガスクロマトグラフィー( )や高速GC
液体クロマトグラフィー( )といった方法HPLC
で行われてきた。しかし、農作物の収穫から出

荷までの流通を円滑に行う上では、測定までに

多くの時間と労力を要するこれらの方法は適し

ていない。

一方、抗原－抗体反応を用いたイムノアッセ

イは、迅速かつ簡便に農作物中の残留農薬を検

、 、出できる測定技術として 関心が高まっており

近年、我が国では、種々の残留農薬測定用イム

ノアッセイキットが市販されるようになった。

しかし、これらのキットを実際の農作物に応用

する際、農作物に起因する種々の夾雑物の影響

を受けることが多く、測定結果の信頼性に欠け

る。そこで、使用頻度の高いネオニコチノイド

系殺虫剤イミダクロプリドの検出用に市販され

ているイムノアッセイキットを用い、農作物中

の残留イミダクロプリド濃度を迅速、簡便かつ

正確に測定できる方法を検討した。

イムノアッセイキットの基本特性

イミダクロプリド測定用イムノアッセイキッ

ト ( (株 )ホリバ ･バイオテクノロジー社製

シリーズ)の測定可能な濃度範囲SmartAssay
は、1～39 であった(図1)。農作物に設定ppb
されている残留基準値は1000～5000 (1～5ppb

)であり、残留基準値近傍の濃度を把握すppm
る上では、本キットが充分な感度を備えている

ことが明らかになった。

図１ イムノアッセイにおける検量線

分析の前処理とイムノアッセイキットによる農

作物中のイミダクロプリドの測定

本イムノアッセイキットでは、抗原となるイ

ミダクロプリドに対して高い選択性を持つ抗体

を用いているため、農作物に適用する場合、分

析の前処理を簡便にすることが可能である。図

2に示すように農作物からのメタノール抽出及

び抽出液の希釈のみで、イミダクロプリドを測

定することが可能とされている。そこで、夾雑

物の影響を受けない適切な希釈条件を検討し

た。リンゴ、キュウリ及びナスについては、そ

れぞれの抽出液を10倍に、レタスでは40倍に、

ピーマンでは80倍に水で希釈することで、個々

の農作物に起因する夾雑物の影響を最小限に抑

えることが可能となった。
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図2 イムノアッセイ分析における前処理の手順

この希釈条件に基づき、既知濃度のイミダク

ロプリドを添加した農作物を分析して回収率を

調べた(表1)。その結果、回収率は83～110 と%
なり、本イムノアッセイキットは、各農作物に

存在するイミダクロプリドを、必要とされる正

確さで測定できることが明らかになった。さら

HPLCに、本イムノアッセイ及び信頼性が高い

によって同一試料を分析し、得られた測定値を

比較したところ、両法による測定値はほぼ一致

し、本イムノアッセイキットによる測定値の高

い信頼性が証明された(図3)。

おわりに

我が国では、最近、使用頻度や検出頻度の高

い約30種類の農薬を対象にイムノアッセイキッ

トが開発されている。これらのキットは測定原

理が全く同一であり、使用する抗体が異なって

いるだけである。そのため、今回、使用したキ

ット以外のものでも、試料の希釈条件に注意を

払えば、信頼性の高い測定ができると推定され

る。ただし、それぞれのキットについての確認

が必要である。

メタノールを加え，手で3～5分間，振る 

上澄み液(1 mL程度)をろ過 

水で希釈 

酵素標識化抗原と等量混和 

イムノアッセイによる測定 

試料をミキサーで磨砕 

表1 イムノアッセイキットによるイミダクロプリ

ドの回収率

添加濃度 検出濃度 回収率
試料

（ ） （ ） （％）ppm ppm

1 0.93 ± 0.015 93リンゴ
*

1.1 ± 0.06 110キュウリ 1

1 0.88 ± 0.10 88ナス

2 1.7 ± 0.14 83レタス

5 4.4 ± 0.38 88ピーマン

の後の値は標準偏差を示す｡
* ±

図3 イムノアッセイと による測定値の比較HPLC

、 、 、 、5種類の農作物(リンゴ キュウリ ナス レタス

ピーマン)試料34点の測定値。両法による測定値が

一致すると、○が直線上に位置する。
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